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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部から出射された光を変調して画像を形成する光変調部と、前記光変調部により形
成された画像を投射する光学部とを筐体内に備えるプロジェクターであって、
　前記筐体は、前記筐体を固定設置するための設置面部と、前記設置面部の周囲に設けら
れる側面部とを備え、一の側面部に、第１の接続ケーブルが接続される第１接続端子部及
び第２の接続ケーブルが接続される第２接続端子部を備え、
　前記第１接続端子部は、前記第１の接続ケーブルのコネクターを前記一の側面部に対向
する方向に差し込めるように配置され、
　前記第２接続端子部は、前記第２の接続ケーブルのコネクターを前記設置面部の側から
差し込めるように配置され、
　前記一の側面部における前記第２接続端子部よりも前記設置面部から遠い側には、内部
に向けて窪む凹部が形成され、前記凹部の底部分に前記第１接続端子部が配置されている
ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　前記筐体は、前記一の側面部に前記筐体内に冷却用空気を導入する複数の給気口を横並
びに備え、
これら給気口の間に前記第２接続端子部が設けられていることを特徴とする請求項１に記
載のプロジェクター。
【請求項３】
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　前記第１接続端子部は、少なくとも一の給気口よりも前記設置面部から遠い側に配置さ
れ、前記一の給気口と隣接する他の給気口との間には、前記第１接続端子部に接続される
前記第１の接続ケーブルを結束する結束部材が設けられていることを特徴とする請求項２
に記載のプロジェクター。
【請求項４】
　前記筐体は、前記一の側面部の周囲に立設された立壁部を備え、この立壁部に平板状の
カバー部材が配置されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のプロジェク
ター。
【請求項５】
　前記カバー部材は、通風可能な格子部を備えていることを特徴とする請求項４に記載の
プロジェクター。
【請求項６】
　前記第１接続端子部は、少なくとも外部機器からの画像信号が入力される信号入力端子
を備え、前記第２接続端子部は、電源ケーブルが接続される電源供給端子であることを特
徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のプロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接続端子部を備えるプロジェクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源部から出射された光を変調して画像を形成する光変調部と、この光変調部に
より形成された画像をスクリーン上に拡大投射する光学部とを筐体内に備えるプロジェク
ターが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　この種のプロジェクターでは、外部機器と接続ケーブルを介して接続し、外部機器から
画像情報等を入力したり、所定の信号を外部機器に出力するための接続端子部や、電源ケ
ーブルが接続される接続端子部が筐体の一の面（例えば背面部）にそれぞれ設けられてい
る。
　接続端子部に複数の接続ケーブルや電源ケーブルを接続した状態では、各種ケーブルの
コネクターが筐体の背面部から突出した状態となるため、外観上好ましくない。このため
、容器状のカバー部材を用い、カバー部材の開口部分を筐体の背面部に取り付けることで
カバー部材にて接続端子部や各ケーブルのコネクターを覆う構成が採用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１７５３２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、各ケーブルのコネクターは、筐体の背面部から突出した状態である。ま
た、各ケーブルは、所定の剛性を有しているため、屈曲可能な位置は、コネクターから離
間した位置となる。このため、カバー部材としては、各ケーブルと機械的に干渉しない形
状、すなわち、容器状の深さ寸法が、筐体に対する各ケーブルの突出寸法（コネクター先
端から屈曲可能な位置までの寸法）以上、必要となる。
　したがって、カバー部材の深さ寸法が比較的に大きいものとなり、カバー部材を筐体に
取り付けた状態ではプロジェクターの前後方向の長さ寸法が大きいものとなるため、外観
上好ましくない。また、プロジェクターの設置時には、プロジェクターのサイズよりも大
きなスペースが必要となる。
　本発明は、上述した従来の技術が有する課題を解消し、接続端子部にケーブルが接続さ
れた状態でも外観上好ましく、設置スペースを抑制できるプロジェクターを提供すること
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を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、光源部から出射された光を変調して画像を形成
する光変調部と、前記光変調部により形成された画像を投射する光学部とを筐体内に備え
るプロジェクターであって、前記筐体は、接続ケーブルがそれぞれ接続される第１接続端
子部及び第２接続端子部を該筐体の同一の面に備え、前記第１接続端子部は、前記第２接
続端子部よりも奥側に、前記接続ケーブルのコネクターを前記面に対向する方向に差し込
めるように配置され、前記第２接続端子部は、前記第１接続端子部よりも手前側に、前記
接続ケーブルのコネクターを前記面に沿った方向に差し込めるように配置されていること
を特徴とする。
【０００６】
　この構成において、前記筐体は、該筐体を固定設置するための設置面部と、この設置面
部の周囲に設けられる側面部とを備え、前記面としての一の側面部に前記第１接続端子部
及び前記第２接続端子部を備え、前記第２接続端子部は、前記コネクターを前記設置面部
側から差し込めるように配置され、該側面部における前記第２接続端子部よりも前記設置
面部から遠い側には、内部に向けて窪む凹部が形成され、前記凹部の底部分に前記第１接
続端子部が配置されても良い。
【０００７】
　また、前記筐体は、前記面に該筐体内に冷却用空気を導入する複数の給気口を横並びに
備え、これら給気口の間に前記第２接続端子部が設けられても良い。
　さらに、前記第１接続端子部は、少なくとも一の給気口よりも前記設置面部から遠い側
に配置され、前記給気口の間には、前記第１接続端子部に接続される接続ケーブルを結束
する結束部材が設けられていても良い。
【０００８】
　また、前記筐体は、前記面の周囲に立設された立壁部を備え、この立壁部に平板状のカ
バー部材が配置されても良い。さらに、前記カバー部材は、通風可能な格子部を備えても
良い。
【０００９】
　また、前記第１接続端子部は、少なくとも外部機器からの画像信号が入力される信号入
力端子を備え、前記第２接続端子部は、電源ケーブルが接続される電源供給端子であって
も良い。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、筐体は、接続ケーブルがそれぞれ接続される第１接続端子部及び第２
接続端子部を該筐体の同一の面に備える。そして、第１接続端子部は、第２接続端子部よ
りも奥側に、接続ケーブルのコネクターを面に対向する方向に差し込めるように配置され
ている。さらに、第２接続端子部は、第１接続端子部よりも手前側に、接続ケーブルのコ
ネクターを面に沿った方向に差し込めるように配置されている。このことにより、接続ケ
ーブルをそれぞれ第１接続端子部、第２接続端子部に接続した状態では、筐体の面におけ
る該面に対向する方向への接続ケーブルの突出量を小さく抑えることができる。このため
、接続端子部に接続ケーブルが接続された状態でも外観上好ましい構成とすることができ
るとともに、プロジェクターの設置スペースをより小さく抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態のプロジェクターの外観を示す斜視図である。
【図２】プロジェクターの機能ブロック図である。
【図３】プロジェクターの背面部の構成を示す模式図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ断面図である。
【図５】プロジェクターの背面部の部分拡大図である。
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【図６】プロジェクターの使用態様を示す外観図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明を適用した実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態のプロジェクター１の外観を示す斜視図である。具体的には、図１
は、プロジェクター１が正置き姿勢で設置された状態を背面上側から見た斜視図である。
　プロジェクター１は、ＰＣ等のコンピューターや各種画像プレーヤー等の外部の画像供
給装置（図示略）と接続され、画像供給装置から供給される画像情報に基づく画像をスク
リーンに投射する。このプロジェクター１は、図１に示すように、外装を構成する外装筐
体２を備える。
【００１３】
　外装筐体２は、プロジェクター１の装置本体を収納する。この外装筐体２は、図１に示
すように、アッパーケース２Ａと、ロアーケース２Ｂとを備える。アッパーケース２Ａは
、鉛直方向に交差する略矩形状の天面部３を有し、一方が開口した容器状に形成されてい
る。ロアーケース２Ｂも同様に、鉛直方向に交差する略矩形状の底面部（設置面部）４を
有し、一方が開口した容器状に形成されている。
　そして、アッパーケース２Ａおよびロアーケース２Ｂが接続することで、外装筐体２に
は、側面部としての前面部５、右側面部６、左側面部７、および背面部８が形成される。
本実施形態では、背面部８は、ロアーケース２Ｂと一体に形成される構成としているが、
アッパーケース２Ａと一体に形成しても良いし、アッパーケース２Ａとロアーケース２Ｂ
との間に別体の部材を挟持して背面部を形成しても良い。
　ロアーケース２Ｂの底面部４には、図示は省略したが、複数の脚片が設けられ、これら
脚片を介して机上等への載置や、部屋の天井に吊り下げ設置が可能となっている。ここで
、外装筐体２の天面部３が上方側に位置し、底面部４が下方側に位置する状態で机上等に
載置された姿勢を正置き姿勢という。また、正置き姿勢とは反対に、外装筐体２の天面部
３が下方側に位置し、底面部４が上方側に位置する状態で部屋の天井から吊り下げられた
姿勢を天吊り姿勢という。このため、本実施形態では、外装筐体２の底面部４が設置面部
として機能する。
【００１４】
　図２は、外装筐体２の内部に収容される装置本体９の機能的構成を示すブロック図であ
る。
　装置本体９は、図２に示すように、光学的な画像の形成を行う投射部２０と、この投射
部２０に入力される画像信号を電気的に処理する画像処理系とを備え、これらの各部は制
御部１０の制御に従って動作する。
　投射部２０は、光源部２１、光変調装置（光変調部）２２、及び投射光学系（光学部）
２３を備えている。光源部２１は、ＬＥＤやレーザー光源等のパルス信号により輝度をＰ
ＷＭ制御可能な光源を備えている。本実施形態では、青色レーザー光を発する２つの青色
半導体レーザー素子を用いたレーザー光源４２、４３を備えた構成を例示する。なお、レ
ーザー光源４２、４３は複数の半導体素子を備え、複数のレーザー光を発するものであっ
てもよい。
【００１５】
　光変調装置２２は、後述する画像処理系からの信号を受けて、光源部２１が発した光を
変調する。光変調装置２２により変調された変調光（画像光）２３ａ，２３ｂ，２３ｃは
、投射光学系２３に導かれる。光変調装置２２の具体的な構成としては、例えば、ＲＧＢ
の各色に対応した３枚の透過型または反射型の液晶ライトバルブを用いた方式が挙げられ
る。本実施形態では、ＲＧＢの３色の色光に対応した３枚の透過型の液晶パネル、すなわ
ち青色光Ｂを変調する液晶パネル２２ａ、赤色光Ｒを変調する液晶パネル２２ｂ、及び、
緑色光Ｇを変調する液晶パネル２２ｃを備えた構成とする。光変調装置２２が備える液晶
パネル２２ａ、２２ｂ、２２ｃは、後述する液晶パネルドライバー３３によって駆動され
、各液晶パネルにマトリクス状に配置された各画素における光の透過率を変化させること
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により、画像を形成する。
【００１６】
　光変調装置２２により変調されたＲＧＢの各色光は不図示のクロスダイクロイックプリ
ズムにより合成されて、投射光学系２３に導かれる。
　投射光学系２３は、図示は省略するが、光変調装置２２で変調された変調光２３ａ，２
３ｂ，２３ｃをスクリーンＳＣ上に投射して結像させるためのレンズ群である投射レンズ
を備える。また、投射光学系２３は、投射レンズの絞りの状態、ズームの状態、シフト位
置等の投射光学系２３の状態を変化させる各種機構が設けられている。また、投射光学系
２３は、投射光学系２３の状態を変化させる機構を制御し駆動する投射光学系駆動部（光
学系調整手段）３４に接続されている。
【００１７】
　光源部２１には、レーザー光源４２、４３の発光を制御するパルス信号を出力するパル
ス出力部５２が接続されている。パルス出力部５２は、ＰＷＭ信号生成部５０と、間欠発
光信号生成部５１とを備えている。プロジェクター１は、レーザー光源４２、４３に対し
て間欠発光制御と、ＰＷＭ制御とを行うことで、動画視認性の向上と、３Ｄ画像投射時の
クロストークの軽減と、投射画像の明るさ調整とを、実現することができるように構成さ
れている。
【００１８】
　光源部２１は、パルス出力部５２からパルス信号が入力されるレーザー光源ドライバー
４０、４１を備えている。レーザー光源ドライバー４０、４１は、それぞれパルス信号に
従ってレーザー光源４２、４３に電源を供給し、その電源によってレーザー光源４２、４
３を発光させる。
【００１９】
　レーザー光源４２は、レーザー光源ドライバー４０によって駆動されて青色レーザー光
４２ａを発し、この青色レーザー光４２ａは拡散板４４を経て拡散される。拡散されたレ
ーザー光は青色光２０ａとして光変調装置２２の液晶パネル２２ａに入射し、液晶パネル
２２ａによって変調される。一方、レーザー光源４３はレーザー光源ドライバー４１によ
って駆動され、レーザー光源４２と同様に青色レーザー光を発する。レーザー光源４３が
発した青色レーザー光は、蛍光体ホイール４５の蛍光体に当たって黄色光４５ａに変換さ
れ、分光部４６に入射する。分光部４６は、黄色光４５ａを波長成分により分離し、分離
された赤色光２０ｂ及び緑色光２０ｃは、それぞれ液晶パネル２２ｂ及び液晶パネル２２
ｃに入射する。
【００２０】
　また、プロジェクター１は、インターフェイス１１を有する映像入力部１２と、映像入
力部１２に入力された画像データのスケーリング処理を実行する変換処理部１３とを備え
る。変換処理部１３は、画像データの解像度の変換処理等を実行し、処理後の画像データ
を制御部１０に出力する。なお、プロジェクター１に入力される画像データは、動画像（
映像）データが考えられるが、静止画像データであってもよい。
【００２１】
　プロジェクター１の画像処理系は、プロジェクター１全体を統合的に制御する制御部１
０を中心に構成される。また、プロジェクター１は、記憶部１５、入力処理部１６、画像
処理部３１、及び、液晶パネルドライバー３３を備えている。記憶部１５は、制御部１０
が処理するデータや制御部１０が実行する制御プログラムを記憶している。入力処理部１
６は、不図示のリモコンや操作パネルによるユーザー操作を検出する。画像処理部３１は
、画像データを処理し画像信号をフレームメモリー３２に展開する。液晶パネルドライバ
ー３３は、画像処理部３１から出力される画像信号に基づいて光変調装置２２の液晶パネ
ル２２ａ、２２ｂ、２２ｃを駆動して描画を行う。
　制御部１０は、記憶部１５に記憶された制御プログラムを読み出して実行することによ
り、プロジェクター１の各部を制御する。制御部１０は、入力処理部１６から入力される
操作情報に基づいて、ユーザーが行った操作の内容を検出し、この操作に応じて画像処理
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部３１、液晶パネルドライバー３３、投射光学系駆動部３４及びパルス出力部５２を制御
し、スクリーンＳＣに画像を投射させる。
【００２２】
　また、プロジェクター１は、外装筐体２内に冷却ファン５３と、電源ユニット５４とを
備える。冷却ファン５３は、後述する給気口を通じて、外装筐体２内に冷却用空気を取り
入れるものであり、制御部１０の制御に基づいて運転される。冷却ファン５３は、主とし
てレーザー光源４２、４３に風を送って該レーザー光源４２、４３を冷却する。また、光
変調装置２２の各液晶パネル２２ａ～２２ｃに接続されたヒートパイプ（不図示）の放熱
部に風を送って、液晶パネル２２ａ～２２ｃを間接的に冷却している。
　冷却ファン５３の回転数（風量）は、レーザー光源４２、４３やヒートパイプに設けら
れた温度センサー（不図示）の検出温度に基づいて制御部１０により制御される。通常、
レーザー光源は、要求される目標冷却温度が他の光源に比べて低い（例えば４０度以下）
ため、冷却ファン５３の運転は極め細やかに制御される。
　電源ユニット５４は、プロジェクター１の各部に電源供給をするものであり、入力され
た電源を整流するための整流フィルター５４ａが設けられている。
【００２３】
　図３は、プロジェクター１が正置き姿勢で設置された状態での背面部８の構成を示す模
式図であり、図４は、図３のＩＶ－ＩＶ断面図である。
　プロジェクター１は、図３及び図４に示すように、外装筐体２の背面部（同一の面、側
面部）８に、画像供給装置から延びる信号ケーブル７０（接続ケーブル）が接続される信
号端子部６０（第１接続端子部）を備える。また、プロジェクター１は、電源ユニット５
４に電源を供給する電源ケーブル７２（接続ケーブル）が接続される電源端子部６１（第
２接続端子部）とを備える。また、外装筐体２の背面部（同一の面、側面部）８には、図
３に示すように、レーザー光源４２、４３、及び、各液晶パネル２２ａ～２２ｃに接続さ
れるヒートパイプに空気を供給するための第１～第３給気口９１～９３が設けられている
。
　一般に、レーザー光源を備えるプロジェクターは、このレーザー光源を効率的に冷却す
るために、給気口を大きく形成する傾向にある。
　本実施形態では、プロジェクター１は、同一の背面部８に、信号端子部６０、電源端子
部６１及び第１～第３給気口９１～９３が設けられるため、これらの配置レイアウトに工
夫が施されている。
【００２４】
　背面部８は、図３に示すように、基部８１と、この基部８１から内側に窪んだ第１凹部
８２と、この第１凹部８２の一部が更に内側に窪んだ第２凹部８３とを備える。また、背
面部８には、この背面部８の周囲に該背面部８から垂直方向に突出する立壁部９０が形成
されている。この立壁部９０は、底面部４側は切り欠かれており、該底面部４側を除いた
周囲に形成されている。
【００２５】
　基部８１は、背面部８における最も外側に位置する部位で、本実施形態では背面部８の
左半分の領域と右端の領域とに設けられる。
　左側の基部８１には、第１給気口９１及び第２給気口９２が横並びに配置され、第１凹
部８２に第３給気口９３が配置されている。これら各給気口には、格子が設けられており
、外装筐体２内に異物が侵入することを防止している。特に、中央に配置された第２給気
口９２は、格子に防塵フィルターを備える構成となっており、レーザー光源等の光学系へ
の塵埃の侵入を防止している。
【００２６】
　第１凹部８２は、左右の基部８１、８１の間に設けられた領域であり、この第１凹部８
２には、第３給気口９３が配置されるとともに、この第３給気口９３と第２給気口９２と
の間に電源端子部６１（第２接続端子部）が配置されている。
　また、第１凹部８２には、電源端子部６１及び第３給気口９３よりも、底面部４から遠
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い側、すなわち天面部３側に第２凹部８３が設けられている。第２凹部８３は、その長手
方向が天面部３に沿って延びるように略矩形状に形成されている。第２凹部８３の底部に
は、外部の画像供給装置と信号ケーブル７０を介して接続される信号端子部６０（第１接
続端子部）が形成されている。
【００２７】
　電源端子部６１は、図４に示すように、整流フィルター５４ａを介して電源ユニット５
４に接続されており、商用電源等に接続される電源ケーブル７２を通じて、電源ユニット
５４に電源を供給する。
　電源端子部６１は、図４に示すように、奥行方向（深さ方向）の距離ｄが基部８１と第
１凹部８２との距離と同一以下となるように形成されており、該電源端子部６１が基部８
１よりも外側に突出しないようになっている。
　また、電源端子部６１は、外装筐体２の底面部４側から背面部８（基部８１）に沿った
方向、すなわち背面部８（基部８１）と平行な方向に電源ケーブル７２を差し込みできる
ように形成されている。具体的には、電源端子部６１は、底面部４に向けて端子が延びて
おり、この端子に底面部４側から電源ケーブル７２のコネクター７２Ａを差し込むことが
できる。
　この構成では、電源端子部６１に電源ケーブル７２のコネクター７２Ａを差し込むと、
この電源ケーブル７２は、第１凹部８２と基部８１との間の空間８４内を底面部４に向け
て延び、底面部４側の切り欠き部９０Ａを通じて外側に引き出すことができる。
　このため、電源端子部６１に電源ケーブル７２を接続した場合に、この電源ケーブル７
２が背面部８と垂直な方向に突出することが防止される。これにより、プロジェクター１
の外観の向上を図るとともに、プロジェクター１の設置スペースをより小さく抑えること
ができる。
　さらに、電源端子部６１は、第２給気口９２と第３給気口９３との間に配置されるため
、電源端子部６１に接続される電源ケーブル７２が第２給気口９２及び第３給気口９３を
閉塞することが防止される。これにより、第２給気口９２及び第３給気口９３から供給さ
れる空気量を確保することができ、レーザー光源４２、４３やヒートパイプを十分に冷却
することができる。
　なお、本実施形態では、電源端子部６１は、底面部４側から電源ケーブル７２のコネク
ター７２Ａを差し込み可能に形成しているが、背面部８（基部８１）に沿った方向であれ
ば、これに限るものではないことは勿論である。
【００２８】
　一方、信号端子部６０は、上記したインターフェイス１１として機能するものであり、
種々の通信規格に準拠した信号端子６２を備える。この信号端子６２は、例えば、デジタ
ル映像信号が入力されるＤＶＩ（Digital Visual Interface）インターフェイス、ＵＳＢ
インターフェイス及びＬＡＮインターフェイスや、ＮＴＳＣ、ＰＡＬ及びＳＥＣＡＭ等の
コンポジット映像信号が入力されるＳ映像端子、コンポジット映像信号が入力されるＲＣ
Ａ端子、コンポーネント映像信号が入力されるＤ端子、ＨＤＭＩ（登録商標）規格に準拠
したＨＤＭＩコネクター、ＶＥＳＡ（Video Electronics Standards Association）が策
定したＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ（商標）規格に準拠した信号端子（信号入力端子）等であ
る。
【００２９】
　また、これら信号端子６２は、図４に示すように、制御部１０等が設けられるメイン基
板６３及びインターフェイス基板６４に搭載されている。インターフェイス基板６４は、
メイン基板６３に搭載されていない信号端子を補足する目的で配置される。このため、プ
ロジェクター１には、ユーザーが使用する様々な信号端子を備えた信号端子部６０を設け
ることができる。
　本実施形態では、信号端子部６０は、背面部８における最も内側に窪んだ第２凹部８３
の底部に設けられている。そして、信号端子部６０の各信号端子６２は、信号ケーブル７
０のコネクター７０Ａを背面部８に対向する方向、すなわち、背面部８に垂直な方向に差



(8) JP 6314447 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

し込めるように配置されている。
　この構成では、信号端子部６０の各信号端子６２に信号ケーブル７０のコネクター７０
Ａを差し込んだ状態で、信号ケーブル７０を底面部４に屈曲させることで、背面部８から
の信号ケーブル７０の突出量を抑えることができる。具体的には、第１凹部８２と基部８
１との間の空間８４に信号ケーブル７０を収容することができ、更には、底面部４側の切
り欠き部９０Ａを通じて外側に引き出すことができる。これにより、プロジェクター１の
外観の向上を図るとともに、プロジェクター１の設置スペースをより小さく抑えることが
できる。
　さらに、本実施形態では、電源ケーブル７２及び信号ケーブル７０を底面部４側の切り
欠き部９０Ａを通じて外部に引き出すことができる。プロジェクター１は、底面部４を設
置面として設置するため、設置した状態で、電源ケーブル７２及び信号ケーブル７０が外
部に露出しにくくなることにより、美観の向上を実現することができる。
　また、本実施形態では、信号端子部６０を背面部８における最も内側に窪んだ第２凹部
８３の底部に設けたため、この信号端子部６０を電源端子部６１から離した位置に配置で
きる。このため、信号端子部６０に入力される映像信号及び音声信号への電源に含まれる
ノイズの影響を抑制することができる。
【００３０】
　また、第１凹部８２には、第２給気口９２と第３給気口９３との間、更に言えば、電源
端子部６１と第３給気口９３との間に、信号端子部６０の各信号端子６２に接続される信
号ケーブル７０を纏めて結束する結束部材９４が設けられている。
　本実施形態では、信号端子部６０は、信号端子６２の設置スペースを確保するために、
天面部３に沿って延びる第２凹部８３の長手方向に横並びに配置されている。このため、
第２凹部８３の底面部４側に第３給気口９３が位置することとなり、信号端子部６０は、
信号端子６２に単純に信号ケーブル７０を接続した場合には、この信号ケーブル７０が第
３給気口９３と重なる。これにより、第３給気口９３から供給される空気量を十部に確保
できないおそれがあった。
　上述のように、第１凹部８２には、電源端子部６１と第３給気口９３との間に結束部材
９４が設けられている。このため、図５に示すように、第３給気口９３と天面部３との間
の信号端子６２に接続された信号ケーブル７０であっても、第３給気口９３と重なること
なく該信号ケーブル７０を結束させることができる。これにより、第３給気口９３から供
給される空気量を確保することができ、レーザー光源４２、４３やヒートパイプを十分に
冷却することができる。
【００３１】
　図６は、本実施形態のプロジェクター１の使用態様を示す外観図である。この図６は、
プロジェクター１が正置き姿勢で設置された状態を背面上側から見た斜視図である。
　プロジェクター１は、図６に示すように、背面部８の周囲に立設される立壁部９０を備
え、この立壁部９０にカバー部材９５が取り付けられている。このカバー部材９５は、枠
体９５Ａと、枠体９５Ａ内に配置される格子部９５Ｂとを備えて平板状に形成されており
、カバー部材９５が背面部８から大きく突出することを防止している。
　また、カバー部材９５は、格子部９５Ｂを備えることにより、格子部９５Ｂの隙間を通
じて通風が可能となる。このため、カバー部材９５を設けたとしても、背面部８に設けた
各給気口９１～９３への空気の通流が大きく阻害されるものではない。
　さらに、カバー部材９５は格子部９５Ｂを備えることにより、プロジェクター１の設置
状態において、信号端子部６０や電源端子部６１が外部に露出しなくなったため、プロジ
ェクター１の外観を向上させることができる。
【００３２】
　以上、説明したように、本実施形態によれば、光源部２１から出射された光を変調して
画像を形成する光変調装置２２と、光変調装置２２により形成された画像を投射する投射
光学系２３とを外装筐体２内に備えるプロジェクター１であって、外装筐体２は、信号ケ
ーブル７０及び電源ケーブル７２がそれぞれ接続される信号端子部６０及び電源端子部６
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１を該外装筐体２の背面部８に備える。そして、信号端子部６０は、電源端子部６１より
も奥側に、信号ケーブル７０のコネクター７０Ａを背面部８に垂直な方向に差し込めるよ
うに配置され、電源端子部６１は、信号端子部６０よりも手前側に、電源ケーブル７２の
コネクター７２Ａを背面部８と平行な方向に差し込めるように配置されている。
　これによれば、信号ケーブル７０を信号端子部６０、及び、電源ケーブル７２を電源端
子部６１に接続した状態では、外装筐体２の背面部８における背面部８に垂直な方向への
信号ケーブル７０及び電源ケーブル７２の突出量を小さく抑えることができる。このため
、信号端子部６０及び電源端子部６１にそれぞれ信号ケーブル７０及び電源ケーブル７２
が接続された状態でも外観上好ましい構成とすることができるとともに、プロジェクター
１の設置スペースをより小さく抑えることができる。
【００３３】
　また、本実施形態によれば、外装筐体２は、外装筐体２を固定設置するための底面部４
と、この底面部４に連ねて設けられる背面部８とを備え、この背面部８に信号端子部６０
及び電源端子部６１を備え、電源端子部６１は、電源ケーブル７２のコネクター７２Ａを
底面部４側から差し込めるように配置され、背面部８における電源端子部６１よりも底面
部４から遠い側には、内部に向けて窪む第２凹部８３が形成され、第２凹部８３の底部分
に信号端子部６０が配置されている。
　これによれば、電源端子部６１に電源ケーブル７２のコネクター７２Ａを差し込むと、
この電源ケーブル７２は、第１凹部８２と基部８１との間の空間８４内を底面部４に向け
て延び、底面部４側の切り欠き部９０Ａを通じて外側に引き出すことができる。このため
、電源端子部６１に電源ケーブル７２を接続した場合に、この電源ケーブル７２が背面部
８と垂直な方向に突出することが防止される。
　また、信号端子部６０の各信号端子６２に信号ケーブル７０のコネクター７０Ａを差し
込んだ状態で、信号ケーブル７０を底面部４に屈曲させることで、第１凹部８２と基部８
１との間の空間８４に信号ケーブル７０を収容することができる。更には、底面部４側の
切り欠き部９０Ａを通じて外側に引き出すことができることにより、プロジェクター１の
外観の向上を図るとともに、プロジェクター１の設置スペースをより小さく抑えることが
できる。
【００３４】
　また、本実施形態によれば、外装筐体２は、背面部８に該外装筐体２内に冷却用空気を
導入する第２給気口９２、第３給気口９３を横並びに備え、これら第２給気口９２、第３
給気口９３の間に電源端子部６１が設けられている。このため、電源端子部６１に接続さ
れる電源ケーブル７２が第２給気口９２及び第３給気口９３を閉塞することが防止される
。これにより、第２給気口９２及び第３給気口９３から供給される空気量を確保すること
ができ、外装筐体２内の各部（例えば、レーザー光源４２、４３やヒートパイプ）を十分
に冷却することができる。
【００３５】
　また、本実施形態によれば、信号端子部６０は、少なくとも第３給気口９３よりも底面
部４から遠い側に配置され、第３給気口９３と第２給気口９２との間には、信号端子部６
０の信号端子６２に接続される信号ケーブル７０を纏めて結束する結束部材９４が設けら
れている。このため、第３給気口９３と天面部３との間の信号端子６２に接続された信号
ケーブル７０であっても、第３給気口９３と重なることなく該信号ケーブル７０を結束さ
せることができる。これにより、第３給気口９３から供給される空気量を確保することが
でき、外装筐体２内の各部（例えば、レーザー光源４２、４３やヒートパイプ）を十分に
冷却することができる。
【００３６】
　また、本実施形態によれば、外装筐体２は、背面部８の周囲に立設された立壁部９０を
備え、この立壁部９０に平板状のカバー部材９５が配置される。このため、プロジェクタ
ー１の設置状態において、信号端子部６０や電源端子部６１が外部に露出しなくなったこ
とにより、プロジェクター１の外観を向上させることができる。
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　また、本実施形態によれば、カバー部材９５は、通風可能な格子部９５Ｂを備えている
ため、カバー部材９５を設けたとしても、背面部８に設けた各給気口９１～９３への空気
の通流が大きく阻害されない。
【００３７】
　なお、上述した実施形態は本発明を適用した一例を示すものであって、本発明は上記実
施形態に限定されることはなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で、適宜変更可能であ
ることは勿論である。
　例えば、上記実施形態では、信号端子部６０及び電源端子部６１は、外装筐体２の背面
部８に設けているが、これに限るものでないことは勿論である。
　また、本実施形態では、３つの給気口を設けているが、複数であれば給気口の数を限定
するものではない。
【００３８】
　また、本実施形態では、光源部２１は、レーザー光源４２、４３を備えた構成としてい
るが、ＬＥＤからなる光源を備えても良いし、更には、キセノンランプや超高圧水銀ラン
プ等の放電型の光源ランプを備えても良い。
　また、本実施形態では、光変調装置２２は、３枚の液晶パネル２２ａ～２２ｃを用いた
構成としているが、これに限るものではない。例えば、例えば、１枚の液晶パネルとカラ
ーホイールを組み合わせた方式、ＲＧＢ各色の色光を変調する３枚のデジタルミラーデバ
イス（ＤＭＤ）を用いた方式、１枚のデジタルミラーデバイスとカラーホイールを組み合
わせた方式を採用することも可能である。
【符号の説明】
【００３９】
　１…プロジェクター、２…外装筐体（筐体）、３…天面部、４…底面部（設置面部）、
８…背面部（同一の面、側面部）、２１…光源部、２２…光変調装置（光変調部）、２３
…投射光学系（光学部）、６０…信号端子部（第１接続端子部）、６１…電源端子部（第
２接続端子部）、７０…信号ケーブル（接続ケーブル）、７０Ａ…コネクター、７２…電
源ケーブル（接続ケーブル）、７２Ａ…コネクター、８０…基部、８１…第１凹部、８２
…第２凹部（凹部）、９２…第２給気口（給気口）、９３…第３給気口（給気口、一の給
気口）、９４…結束部材、９５…カバー部材、９５Ｂ…格子部。
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